
如
来
の
作
願
を
た
ず
ぬ
れ
ば

-
-

往
相
回
向
の
行
信-
-

神 

戸 

和 

磨

如
来
の
作
願
を
た
ず
ぬ
れ
ば

苦
悩
の
有
情
を
す
て
ず
し
て

回
向
を
首
と
し
た
ま
い
て

大
悲
心
を
ば
成
就
せ
り

よ
く
読
誦
し
、
親
し
ん
で
い
る
和
讃
で
あ
る
。
ま
た
、

弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
え
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
。
さ
れ
ば
、
そ
く
ば
く
の
業
を
も
ち
け
る

身
に
て
あ
り
け
る
を
、
た
す
け
ん
と
お
ぼ
し
め
し
た
ち
け
る
本
願
の
か
た
じ
け
な
さ
よ

と
い
う
、
聖
人
の
つ
ね
の
詞
に
は
、
苦
悩
の
宿
業
存
在
を
生
き
る
私
た
ち
に
大
悲
の
本
願
が
か
け
ら
れ
て
あ
る
身
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
知 

ら
れ
る
。

そ
こ
に
は
人
間
の
作
願
、
発
願
を
超
え
て
、
如
来
に
作
願
さ
れ
て
い
る
人
間
、
如
来
に
呼
び
か
け
ら
れ
願
わ
れ
て
い
る
凡
夫
が
如
来
の
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作
願
に
目
覚
め
た
信
心
、
如
来
回
向
の
信
心
の
述
懐
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
親
鸞
の
仏
道
了
解
は
、
二
種
回
向
の
信
仰
思
想
が
基 

に
な
っ
て
い
る
。
『
教
行
信
証
』
は
二
種
回
向
の
教
相
に
よ
っ
て
教'

仃-

信
・
証
の
四
法
の
成
就
、
つ
ま
り
、
仏
弟
子
の
道
が
示
さ
れ 

る
。

「
教
巻
」
の
冠
頭
を
窺
え
ば
、

謹
ん
で
浄
土
真
宗
を
案
ず
る
に
、
二
種
の
回
向
あ
り' 

一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
。
往
相
の
回
向
に
つ
い
て
、
真
実
の 

教
行
信
証
あ
り
。

と
表
白
さ
れ
て
い
る
。
「行
巻
」
に
は
、

謹
ん
で
往
相
回
向
を
案
ず
る
に
、
大
行
あ
り
、
大
信
あ
り
。

「
信
巻
」
に
は
、

謹
ん
で
往
相
の
回
向
を
案
ず
る
に
、
大
信
あ
り
。

と
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
往
相
回
向
の
大
行
、
大
信
と
い
う
、
行
信
を
自
覚
的
立
脚
地
と
す
る
願
生
浄
土
の
道
は
、
「
証
巻
」
に
は
、
 

謹
ん
で
真
実
証
を
顕
さ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
利
他
円
満
の
妙
位
、
無
上
涅
槃
の
極
果
な
り
。(

中
略)

し
か
る
に
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
 

生
死
罪
濁
の
群
萌
、
往
相
回
向
の
心
行
を
獲
れ
ば
、
即
の
時
に
大
乗
正
定
聚
の
数
に
入
る
な
り
。
正
定
聚
に
住
す
る
が
ゆ
え
に
、
必 

ず
滅
度
に
至
る
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

か
よ
う
に
「謹
案
浄
土
真
宗
」
、
「
謹
案
往
相
回
向
」
「
謹
顕
真
実
証
」
と
、
往
相
回
向
の
行
信' 

そ
し
て
行
証
の
道
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 

浄
土
真
宗
の
仏
道
は
、
「
一
つ
に
は
往
相
回
向
」
、
往
相
回
向
を
案
ず
る
教
行
信
証
の
道
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
往
相
回
向
の
背
後
、
 

背
景
に
は
、
「
二
つ
に
還
相
回
向
」
と
い
う
教
主
世
尊
の
発
遣
、
利
他
教
化
地
の
益
が
あ
る
。

二
つ
に
還
相
の
回
向
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
利
他
教
化
地
の
益
な
り
。
す
な
わ
ち
こ
れ
「
必
至
補
処
の
願
」
よ
り
出
で
た
り
。

2



ま

た

「
一
生
補
処
の
願
」
と
名
づ
く
。
ま

た

「
還
相
回
向
の
願
」
と
名
づ
く
べ
き
な
り
。
『
註
論
』
に
顕
れ
た
り
。
か
る
が
ゆ
え
に 

願
文
を
出
だ
さ
ず
。
『論
の
註
』
を
披
く
べ
し
。

と
示
し
、

『
浄
土
論
』
に
日
わ
く
、
「
出
第
五
門
」
と
は
、
大
慈
悲
を
も
っ
て
一
切
苦
悩
の
衆
生
を
観
察
し
て
、
応
化
の
身
を
示
す
。
生
死
の 

園
、
煩
悩
の
林
の
中
に
回
入
し
て
、
神
通
を
遊
戯
し
て
教
化
地
に
至
る
。
本
願
力
の
回
向
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
。
こ
れ
を
「
出
第
五 

門
」
と
名
づ
く
、
と
已
上

『論
註
』
に
日
わ
く
、
「
還
相
」
と
は
、
か
の
土
に
生
じ
已
わ
り
て
、
奢
摩
他
，
毘
婆
舎
那
・
方
便
力
成
就
す
る
こ
と
を
得
て
、
生 

死
の
稠
林
に
回
入
し
て
、

一
切
衆
生
を
教
化
し
て
、
共
に
仏
道
に
向
か
え
し
む
る
な
り
。
も
し
は
往
、
も
し
は
還
、
み
な
衆
生
を
抜 

い
て
、
生
死
海
を
渡
せ
ん
が
た
め
な
り
。
こ
の
ゆ
え
に
「
回
向
を
首
と
し
て
、
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま
え
る
が
ゆ
え
に. 

と
言
え
り
」(

論)

、
と
。

と
述
べ
る
。

そ
の
よ
う
に
『教
行
信
証
』
の
思
想
、
そ
の
骨
格
は
、
「
謹
案
浄
土
真
宗
有
二
種
回
向
」
と
い
う
回
向
の
教
相
が
根
本
と
な
っ
て
い
る 

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
仏
道
開
顕
は
天
親
、
曇
鸞
の
回
向
思
想
に
基
づ
く
伝
承
で
あ
り
、
ま
た
宗
祖
独
自
の
表
白
、
自
証
に
他
な
ら
な 

い
。
天
親
菩
薩
の
『浄
土
論
』
の

「
以
本
願
力
回
向
故
」
と
い
う
一
句
、
そ
の
金
言
は
『
大
無
量
寿
経
』
の

「
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
乃
至 

一
念
、
至
心
回
向
……

」
を
根
幹
と
す
る
と
こ
ろ
の
了
解
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
の
本
願
力
回
向
の
一
心
の
目
覚
め
、
本 

願
成
就
の
我
一
心
の
目
覚
め
、
自
証
を
本
願
力
回
向
の
二
相
に
領
受
し
た
の
が
曇
鸞
大
師
の
お
仕
事
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
先
師
方
の
仏
道 

へ
の
思
索
と
体
験
を
通
し
て
親
鸞
の
独
創
的
な
浄
土
真
宗
の
仏
道
開
顕
は
顕
揚
さ
れ
て
く
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
謹
案
浄
土 

真
宗
」
の
道
と
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
仏
道
の
体
と
す
る
二
種
回
向
に
よ
る
四
法
成
就
、
仏
弟
子
の
道
で
あ
る
。
 

そ
の
回
向
思
想
は
、
仏
教
一
般
の
人
か
ら
仏
へ
と
い
う
菩
薩
の
回
向
思
想
と
は
一
線
を
画
す
る
と
い
う
か
、
全
く
相
違
す
る
。
相
違
す
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る
と
は
仏
道
を
成
就
す
る
眼
、
仏
教
の
史
観
、
歴
史
観
の
相
違
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
長
く
人
か
ら
仏
へ
の
道
と
し
て
し
か
考
え
ら
れ
な
か 

っ
た
仏
道
志
向
が
、
仏
か
ら
人
へ
の
道
と
し
て
仏
道
の
根
源
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
人
か
ら
仏
へ
の
菩
薩
の
道
が
、
仏
か
ら
人 

へ
の
菩
薩
の
道
に
、
仏
道
の
志
向
性
が
転
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
私
た
ち
浄
土
真
宗
の
教
相
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
は
、
ご
く
親
し
く
呼
び 

慣
ら
わ
し
て
い
る
如
来
回
向
、
本
願
力
回
向
と
い
う
言
葉
は
、
先
に
述
べ
た
先
師
方
の
仏
道
の
体
験
、
仏
道
の
悪
戦
苦
闘
の
練
磨
の
な
か 

で
勝
ち
取
ら
れ
て
き
た
賜
物
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
「
正
信
偈
」
の
天
親
章
で
は
、
「広
由
本
願
力
回
向
、
為
度
群
生
彰
一
心
」
、
曇
鸞 

章
で
は
「
往
還
回
向
由
他
力
、
正
定
之
因
唯
信
心
」
と
、
そ
の
深
意
が
讃
嘆
さ
れ
て
い
る
。

二

「
行
巻
」
に
は
、

謹
ん
で
往
相
の
回
向
を
案
ず
る
に
、
大
行
あ
り
、
大
信
あ
り
。
大
行
と
は
、
す
な
わ
ち
無
碍
光
如
来
の
名
を
称
す
る
な
り
。
こ
の
行 

は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
も
ろ
も
ろ
の
善
法
を
摂
し
、
も
ろ
も
ろ
の
徳
本
を
具
せ
り
。
極
速
円
満
す
、
真
如
一
実
の
功
徳
宝
海
な
り
。
か 

る
が
ゆ
え
に
大
行
と
名
づ
く
。

往
相
回
向
を
案
ず
る
行
信
の
自
覚
は' 

大
行' 

如
来
行
の
「無
碍
光
如
来
の
名
を
称
す
る
」
と
い
う
、
名
号
に
呼
び
さ
ま
さ
れ
て
い
く 

道
の
こ
と
で
あ
る
。
「無
碍
光
如
来
の
名
を
称
す
る
」
、
諸
仏
称
名
の
行
は
「も
ろ
も
ろ
の
善
本
を
摂
し
、
も
ろ
も
ろ
の
徳
本
を
具
せ
り
。
 

極
速
円
満
す
、
真
如
一
実
の
功
徳
宝
海
な
り
」
と
い
う
、
法
蔵
菩
薩
の
五
念
門
の
善
本
、
五
功
徳
門
の
徳
本
に
よ
っ
て
成
就
し
た
道
の
こ 

と
で
あ
る
。
そ
の
行
を
「
大
悲
の
願
よ
り
出
で
た
り
」
と
結
ぶ
。
そ
し
て
、
諸
仏
称
揚
の
願
、
諸
仏
称
名
の
願
、
諸
仏
咨
嗟
の
願
と
伝
承 

さ
れ
て
き
た
呼
称
の
第
十
七
願
の
願
名
を
挙
げ
、
「
ま
た
往
相
回
向
の
願
と
名
づ
く
べ
し' 

ま
た
選
択
称
名
の
願
と
名
づ
く
べ
き
な
り
」
 

と
い
う
。
そ
し
て
信
巻
の
第
十
八
願
名
に
つ
い
て
も
「
至
心
信
楽
の
願
と
名
づ
く
、
ま
た
往
相
回
向
の
願
と
名
づ
く
べ
き
な
り
」
と
い
う
。
 

ま

た

『浄
土
文
類
聚
鈔
』
で
は
一
貫
し
て
、
第
十
七
願
を
「往
相
正
業
の
願
」
、
第
十
八
願
を
「往
相
信
心
の
願
」
、
第
十
一
願
を
「往
相
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証
果
の
願
」
と
呼
称
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
「往
相
回
向
の
願
」
が
行
信
、
行
証
の
自
覚
を
促
す
は
た
ら
き
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
往
相
回
向
と
は
還
相
回
向
に 

対
応
す
る
願
名
で
あ
る
。
回
向
が
往
相
、
還
相
の
二
相
に
よ
っ
て
衆
生
に
開
か
れ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。

『
論
註
』
で
は
上
巻
の
終
り
、
『
論
』
の

「普
共
諸
衆
生
、
往
生
安
楽
国
」
の
回
向
門
を
、
「
回
向
は
己
が
功
徳
を
回
し
て
、
普
く
衆
生 

に
施
し
て
、
共
に
阿
弥
陀
如
来
を
見
た
て
ま
つ
り
安
楽
国
に
生
ま
れ
ん
と
な
り
」
と
釈
し
て
い
る
。
そ
の
文
に
「
ハ
番
問
答
」
を
設
け
、
 

第
十
七
、
第
十
八
願
の
成
就
文
が
連
引
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
下
巻
の
終
り
、
利
行
満
足
で
は
「
菩
薩
、
か
く
の
ご
と
く
五
念
門
の
行
を
修 

し
て
、
自
利
利
他
し
て
、
速
や
か
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
就
し
た
ま
え
る
こ
と
を
得
た
ま
え
る
が
故
に
と
」
と
い
う
文
を
釈
す
る 

と
こ
ろ
で
は
、
無
上
仏
道
を
成
就
す
る
「他
利
利
他
の
深
義
」
の
問
答
を
設
け
、
第
十
一
願
、
第
十
八
願
、
第
二
十
二
願
の
三
願
が
引
証 

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
先
の
宗
祖
の
仏
道
了
解
で
あ
る
「往
相
回
向
を
案
ず
る
に
、
大
行
あ
り
、
大
信
あ
り
」
、
ま
た
、
「
還
相
の
利
益 

は
、
利
他
の
正
意
を
顕
す
な
り
」
と
い
う
、
往
相
、
還
相
の
二
回
向
の
了
解
の
基
と
な
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

曇
鸞
大
師
の
往
相
、
還
相
の
了
解
は
、
第
一
願
偈
大
意
で
は
願
生
偈
の
意
味
を
釈
し
、
第
二
起
観
生
信
以
下
五
念
門
の
行
が
あ
ら
わ
さ 

れ
る
。
さ
ら
に
第
三
観
察
体
相
、
第
四
浄
入
願
心
と
尋
ね
ら
れ
て
い
く
。
五
念
門
の
第
五
回
向
門
の
と
こ
ろ
に
、
 

回
向
に
二
種
の
相
あ
り
、

一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
。

と
、
 

回
向
に
二
種
の
相
、
往
相
、
還
相
が
開
か
れ
て
く
る
。
以
下
第
十
利
行
満
足
で
は
、
 

ま
た
五
種
の
門
あ
り
、
漸
次
に
五
種
の
功
徳
を
成
就
し
た
ま
え
り
と
、
知
る
べ
し
。
 

と
、
五
念
門
の
因
に
よ
っ
て
五
功
徳
門
の
果
の
成
就
す
る
道
が
示
さ
れ
る
。
五
念
門
の
行
と
は
、
 

礼
拝
門
彼
の
国
に
生
ぜ
ん
意
を
為
さ
せ
ん
が
故
な
り(

為
生
彼
国
意
故)

。
 

讃
嘆
門
実
の
如
く
修
行
相
応
せ
ん
と
欲
う
が
故
な
り(

欲
如
実
修
行
相
応
故)

。
 

作
願
門 

実
の
如
く
奢
摩
他(

止)

を
修
行
せ
ん
と
欲
う
が
故
な
り(

欲
如
実
修
行
奢
摩
他
故)

。
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観
察
門 

実
の
如
く
毘
婆
舎
那(

観)

を
修
行
せ
ん
と
欲
う
が
故
な
り(

欲
如
実
修
行
毘
婆
舎
那
故)

。
 

回
向
門
回
向
を
首
と
し
て
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま
え
る
が
故
に(

回
向
為
首
得
成
就
大
悲
心
故)

。
 

と
示
さ
れ
、
そ
の
五
念
門
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
五
功
徳
門
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

園
林
遊
戯
地
門

回
向
門
・

観 
察 
閃

作 
願 
閉

讃
嘆

礼 
拝 
閃

夫

4

門 門

衆

門 門

安
楽
世
界
に
生
を
得(

得
生
安
楽
世
界)

。
 

大
会
衆
の
数
に
入
る
こ
と
を
得(

得
入
大
会
衆
数
。) 

蓮
華
蔵
世
界
に
入
る
こ
と
を
得(

得
入
蓮
華
蔵
世
界) 

種
々
の
法
味
楽
を
受
用
す(

受
用
種
々
法
味
楽)

教
化
地
に
至
る
、
本
願
力
の
回
向
を
以
て
の
故
に(

至
教
化
地
、
以
本
願
力
回
向
故)

。

ま
た
、
そ
の
五
念
門(

五
功
徳
門)

の
行
は
、
前
の
礼
拝
、
讃
嘆
、
作
願
、
観
察
の
四
功
徳
は
入
の
門(

自
利)

、
後
の
回
向
は
出
の

門
(

利
他)

と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
親
鸞
は
五
念
門
を
「
入
出
二
門
」
と
了
解
し
て
い
る
。
「
入
」
と
は
、
『
論
』
に
、

入
第
一
義
諦
者

か
の
無
量
寿
仏
国
土
の
荘
厳
第
一
義
諦
妙
境
界
相
十
六
句
お
よ
び
一
句
、
次
第
に
説
き
つ
、
知
る
べ
し
と
。

示
さ
れ
る
。
第
一
義
諦
と
は
、
「
仏
の
因
縁
法
」
で
あ
る
か
ら
さ
と
り
の
境
界
で
あ
る
。
そ
の
仏
の
自
内
証
、
第
一
義
諦
が
衆
生
の
世
界 

を
包
み
、
「
十

六

句(

自
利)

及

ー

句(

利
他)

」
と
い
う
よ
う
に
十
七
種
の
荘
厳
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
く
る
。
そ
の
こ
と
は
浄
入
願
心
で
は
・ 

国
土
の
荘
厳
十
七
句
と
如
来
の
荘
厳
ハ
句
と
菩
薩
の
荘
厳
四
句
を
広
と
な
す
。
入
ー
法
句
を
略
と
す
る
な
り
。
 

と
示
す
。
浄
入
願
心
と
は
三
種
荘
厳
の
全
体
が
帰
す
る
仏
、
如
来
の
清
浄
願
心
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
願
心
の
目
覚
め
と
は
、
人
間
の
分 

別
心
を
超
え
た
色
、
形
の
な
い
法
性' 

真
如
、
涅
槃
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
入
ー
法
句
、
「
略
」
と
い
わ
れ
る
。
言

葉(

分
別) 

で
い
い
あ
ら
わ
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
言
葉
を
超
え
た
根
本
、
心
の
法
性
に
還
る
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
の
意
識
は
意
識
以
上
に
自
分
を 

思
い
上
が
っ
た
り
、
意
識
以
下
に
自
分
を
卑
下
し
た
り
し
て
、
意
識
が
意
識
と
し
て
あ
る
心
の
法
性
、
智
慧
を
失
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
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存
在
が
心
の
法
性
に
還
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て

「広
」
と
は
三
種
荘
厳
で
あ
り
、
願
心
で
象
徴
さ
れ
た
荘
厳
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
と
り
の 

目
的
に
至
る
方
便
、
道
と
い
え
る
。
「
法
性
法
身
に
由
っ
て
方
便
法
身
を
生
ず
、
方
便
法
身
に
由
っ
て
法
性
法
身
を
出
す
」
道
の
こ
と
で 

あ
る
。
従
っ
て
、
「
三
種
の
成
就
は
、
願
心
を
し
て
荘
厳
せ
り
」
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
三
種
の
荘
厳
成
就
は
、
本
四
十
ハ
願
等
の
清
浄
願
心
の
荘
厳
し
た
も
う
と
こ
ろ
な
る
に
由
っ
て
因
浄
な
る
が
故
に
果
浄
な
り
、
 

因
な
く
し
て
他
の
因
の
あ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。

願
心
の
荘
厳
の
目
覚
め
、
他
力
の
信
心
、
回
向
の
信
の
領
受
と
は
棚
か
ら
ぼ
た
餅
の
「
他
因
」
、
「無
因
」
の
こ
と
で
は
な
く
、
私
た
ち 

の
煩
悩
の
濁
世
に
は
た
ら
き
た
も
う
法
蔵
菩
薩
の
願
心
に
目
覚
め
生
き
る
自
覚
の
こ
と
で
あ
る
。

三
種
荘
厳
の
成
就
と
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。
国
土
荘
厳
十
七
種
に
つ
い
て
、
『論
』
に
は
、

略
し
て
彼
の
阿
弥
陀
仏
国
土
の
十
七
種
荘
厳
功
徳
成
就
を
説
き
て
、
如
来
の
自
身
利
益
大
功
徳
力
成
就
と
利
益
他
功
徳
成
就
と
を
示 

現
す
る
が
故
な
り
。

と
い
わ
れ
て
い
る
。
仏
荘
厳
の
ハ
種
に
つ
い
て
も
、

略
し
て
ハ
句
を
説
き
て
、
如
来
の
自
利
利
他
の
功
徳
荘
厳
の
次
第
に
成
就
し
た
ま
え
る
こ
と
を
示
現
す
と' 

知
る
べ
し
。
 

と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仏
国
土
，
仏
の
荘
厳
成
就
は
「如
来
の
自
身
利
益
大
功
徳
力
成
就
と
、
利
益
他
功
徳
成
就
」
、
「如
来
の
自 

利
利
他
功
徳
荘
厳
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

国
土
荘
厳(

十
七
種)

に
お
い
て
は
第
一
の
清
浄
功
徳
か
ら
第
十
六
の
大
義
門
功
徳
ま
で
は
自
利
を
表
し
、
最
後
の
十
七
種
、

一
切
所 

求
満
足
功
徳
は
利
他
を
示
す
。
そ
こ
で
は
仏
陀
の
目
覚
め
た
法
性
の
み
や
こ
、
清
浄
功
徳
が
ど
の
よ
う
に
一
切
衆
生
に
満
足
さ
れ
る
か
が 

尋
ね
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
仏
陀
の
成
道
を
予
言
し
な
が
ら
も
、
仏
陀
の
教
化
に
遇
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
阿
私
陀
仙
人
の
話
を
通 

し
て
、
法
性
の
み
や
こ
が
仏
前
仏
後
の
世
に
生
き
る
人
び
と
に
関
わ
り
な
く
、
す
べ
て
の
衆
生
に
開
か
れ
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
 

同
じ
く
仏
荘
厳(

ハ
種)

で
は
、
第
一
の
座
功
徳
か
ら
第
七
の
主
功
徳
ま
で
が
自
利
を
表
し
、
最
後
、
第
八
の
不
虚
作
住
持
功
徳
は
利
他
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を
表
す
。
そ
こ
に
は
仏
の
正
覚
の
座
が
、
仏
道
を
求
め
つ
つ
も
二
乗
地(

声
聞
、
縁
覚)

に
堕
し
て
し
ま
う
者
、
さ
ら
に
は
仏
陀
の
教
化 

に
背
い
て
し
ま
っ
た
提
婆
達
多
、
居
伽
離
と
い
う
人
物
を
通
し
て
、
す
べ
て
の
衆
生
を
虚
作
す
る
こ
と
な
く
、
住
持
す
る
座
と
し
て
、
仏 

の
本
願
力
、
自
利
利
他
の
仏
道
成
就
が
推
求
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
不
虚
作
住
持
功
徳
か
ら
展
開
す
る
菩
薩
の
四
種
功
徳
は
全
体
が
利 

他
を
表
す
。
そ
の
よ
う
に
「
如
来
の
自
身
利
益
大
功
徳
力
」
、
仏
の
正
覚
は
如
来
の
全
体
を
あ
げ
て
の
「利
益
他
功
徳
」
、
衆
生
を
利
益
せ 

ん
と
は
た
ら
く
功
徳
力
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
、
大
悲
の
誓
願
の
カ
用
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
 

そ
の
点
は
、
『
十
地
経
論
』
、
『摂
大
乗
論
釈
』
に
説
く
「菩
薩
の
自
利
利
他
」
の
十
地
の
階
次
に
お
け
る
菩
薩
、
菩
薩
道
か
ら
の
仏
へ 

の
道
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

『
浄
土
論
』
で
示
さ
れ
る
菩
薩
は
、
無
量
寿
仏
、
「如
来
の
自
利
利
他
」
の
誓
願
を
背
景
と
し
た
菩
薩
、
そ
れ
は
仏
が
菩
薩
と
な
っ
た
、
 

仏
か
ら
の
菩
薩
の
道
、
法
蔵
菩
薩
の
発
願
と
修
行
の
功
徳
の
こ
と
で
あ
る
。

『
浄
土
論
』
の
座
功
徳(

自
利)

に
は
、

無
量
大
宝
王

微
妙
の
浄
花
台
に
い
ま
す

と
、
仏
の
座
が
讃
え
ら
れ
る
。
ゴ
ー
タ
マ:

ン
ッ
ダ
ル
タ
が
尼
蓮
禅
河
の
ほ
と
り
で
「
草
を
敷
き
、
し
か
し
て
坐
し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三 

菩
提
を
成
」(

『論
註
」)

じ
た
正
覚
の
座
を
、
天
親
菩
薩
は
「
無
量
大
宝
王
、
微
妙
の
浄
花
台
に
い
ま
す
」
と
讃
嘆
す
る
。
仏
陀
の
こ
の
世 

の
お
仕
事
は
仏
陀
一
人
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
世
に
恐
懼
し
、
お
そ
れ
お
の
の
く
衆
生
に
唯
一
の
基
礎
、
根
源
を
見
出
し
て
く 

だ
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
〃
蓮
華
の
王
の
座
〃
に
坐
ら
れ
た
と
讃
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
仏
の
座
は
不
虚
作
住
持
功 

徳

力
(

利
他)

と
し
て
こ
の
世
の
衆
生
を
隅
な
く
残
す
こ
と
な
く
目
覚
ま
し
め
よ
う
と
住
持
し
、
す
べ
て
の
衆
生
を
虚
作
な
く
仏
な
ら
し 

め
よ
う
と
包
み
、
は
た
ら
く
と
こ
ろ
の
大
悲
の
誓
願
で
あ
る
。

不
虚
作
住
持
は
、
本
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
と
今
日
の
阿
弥
陀
如
来
の
自
在
神
力
と
に
依
る
な
り
。
願
を
以
て
力
を
成
ず
、
力
を
以
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て
願
に
就
く
。
願
徒
然
な
ら
ず
、
カ
虚
設
な
ら
ず
、
カ
願
あ
い
符
う
て
畢
竟
じ
て
差
わ
ざ
る
が
故
に
成
就
と
日
う
。

と
い
わ
れ
て
い
る
。

浄

土

の

「
今
日
阿
弥
陀
如
来
の
自
在
神
力
」
の
三
界
を
超
え
た
仏
力
が
、
こ
の
世
の
穢
土
に
生
き
る
衆
生
を
包
み
、
「
本
法
蔵
菩
薩
四 

十
八
願
」
に
目
覚
ま
し
め
ん
と
不
虚
作
住
持
す
る
は
た
ら
き
、
衆
生
を
法
蔵
菩
薩
の
願
心
に
呼
び
さ
ま
す
の
で
あ
る
。
仏
心
よ
り
衆
生
を 

包
み
仏
心
に
呼
び
さ
ま
す
大
悲
の
誓
願
の
力
用
で
あ
る
。
そ
の
目
覚
め
こ
そ
、
「
世
尊
我
れ
一
心
に
尽
十
方
無
碍
光
如
来
に
帰
命
し
、
安 

楽
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
う
」
、
浄
土
の
精
神
生
活
に
生
き
る
「我
一
心
」
の
自
証
で
あ
る
。

法
蔵
菩
薩
の
修
行
は
、
『
大
経
』
に
尋
ね
れ
ば
釈
尊
伝
、
仏
陀
の
正
覚
体
験(

ハ
相
成
道)

に
は
じ
ま
る
。

五
口
、
ま
さ
に
世
に
お
い
て
無
上
尊
と
な
る
べ
し

と
い
う
名
の
り
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
名
の
り
は
、
わ
れ
一
人
が
さ
と
っ
た
と
い
う
、
お
山
の
大
将
わ
れ
一
人
と
い
う
個
人
の
悟
道
、
成
道 

相
で
は
な
い
。
ど
こ
ま
で
も
そ
の
無
上
尊
の
名
の
り
は
、

群
生
を
荷
負
し
、
之
を
重
担
と
な
す

と
い
う
衆
生
へ
の
深
い
関
わ
り
に
お
い
て
の
成
就
で
あ
る
。
愛
憎
違
順
に
苦
悩
し
、
衣
食
住
に
あ
く
せ
く
と
勤
労
の
日
々
を
生
き
る
衆
生
、
 

群
生
、
群
萌
の
苦
悩
を
担
っ
た
と
こ
ろ
の
大
悲
心
の
名
の
り
に
他
な
ら
な
い
。

五
口
、
ま
さ
に
世
に
お
い
て
無
上
尊
と
な
る
べ
し

い
い
換
え
れ
ば
、

”あ
る
日
、
ひ
と
り
の
人
が
こ
の
現
実
の
歴
史
の
上
に
仏
陀
と
成
っ
た
”

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
〃
仏
に
成
っ
た
〃
と
い
う
名
の
り
、
真
理
の
目
覚
め
は
「衆
生
か
ら
仏
へ
の
道
」(

自
利)

で
あ
る
と
同
時
に
、
「
仏
か
ら
衆
生
へ 

の
道
」(

利
他)

の
内
容
に
あ
る
と
い
え
る
。
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”仏
に
成
っ
た
〃
と
い
う
名
の
り
が
、

「法
蔵
が
阿
弥
陀
に
成
っ
た
」

「
阿
弥
陀
が
法
蔵
に
成
っ
た
」

と
い
う
、
真
理
の
目
覚
め
の
二
義
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
仏
の
法
の
目
覚
め
が
、
仏
の
み
に 

と
ど
ま
ら
ず
衆
生
を
包
み
、
す
べ
て
の
衆
生
を
仏
の
国
に
生
ま
れ
さ
せ
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
〇 

五
念
門
の
行
と
い
え
ば
、
入
門
は

「衆
生
か
ら
仏
へ
の
道
」
、
出

門

は

「
仏
か
ら
衆
生
へ
の
道
」
と
い
え
る
。

礼
拝
、
讃
嘆
、
作
願
、
観
察
の
入
四
門
、
『論
』
に
は
、
 

菩
薩
は
入
四
種
門
を
し
て
自
利
の
行
成
就
す
と
、
知
る
べ
し
。

と
い
わ
れ
る
。
曇
鸞
は
そ
の
「
自
利
の
行
成
就
」
に
つ
い
て
、
「自
利
に
由
る
故
に
則
ち
ょ
く
利
他
す
。
こ
れ
自
利
に
あ
た
わ
ず
し
て
よ 

く
利
他
す
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
第
五
門
、
回
向
門
に
つ
い
て
は
、
 

菩
薩
は
出
第
五
門
の
回
向
利
益
他
の
行
成
就
し
た
ま
え
り
と
、
知
る
べ
し
。

と
示
す
。
「
回
向
利
益
他
の
行
成
就
」
、
そ
の
点
に
つ
い
て
曇
鸞
は
、
「
成
就
と
は
い
わ
く
回
向
の
因
を
以
て
、
教
化
地
の
果
を
証
す
」
と 

い
い
、
続
い
て

「利
他
に
由
る
が
故
に
則
ち
ょ
く
自
利
す
。
こ
れ
利
他
に
あ
た
わ
ず
し
て
、
よ
く
自
利
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
称
す
。
 

そ
こ
で
の
五
念
門
行
、
法
蔵
菩
薩
の
修
行
に
よ
る
自
利
利
他
の
成
就
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
仏
の 

正
覚
が
ど
の
よ
う
に
衆
生
の
道
と
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
天
親
、
曇
鸞
は
、
本
願
力
回
向
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
の
は
た
ら
き 

と
し
て
自
覚
す
る
。
仏
の
正
覚
は
仏
の
自
利
に
と
ど
ま
ら
ず
、
衆
生
の
救
い
を
も
ら
て
如
来
と
し
て
の
自
己(

自
利)

を
成
就
し
、
同
時 

に
こ
の
世
の
い
か
な
る
衆
生(

利
他)

を
も
本
願
の
機
と
し
て
成
就
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
如
来
の
本
願
力
の
一
心
は
、
如
来
の
成 

就
と
衆
生
の
成
就
が
、
「
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
」
と
、
自
身
に
信
知
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

仏
道
と
は
、
仏
力
、
願
力
の
誓
願
に
目
覚
め
る
道
の
こ
と
で
あ
る
。
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『
入
出
二
門
偈
』
に
は
、
 

菩
薩
は
五
種
の
門
を
入
出
し
て
、
 

自
利
利
他
の
行
、
成
就
し
た
ま
え
り
。
 

不
可
思
議
兆
載
劫
に
、
 

漸
次
に
五
種
の
門
を
成
就
し
た
ま
え
り
。(

中
略) 

本
願
力
の
回
向
を
以
て
の
ゆ
え
に
、
 

利
他
の
行
成
就
し
た
ま
え
り
、
知
る
べ
し
。
 

無
碍
光
仏
、
因
地
の
時
、
 

こ
の
弘
誓
を
発
し
、
こ
の
願
を
建
て
た
ま
い
き
。
 

菩
薩
す
で
に
智
慧
心
を
成
じ
、
 

方
便
心
・
無
障
心
を
成
じ
、
 

妙
楽
勝
真
心
を
成
就
し
て 

速
や
か
に
無
上
道
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま
え
り
。

自
利
利
他
の
功
徳
を
成
じ
た
も
う
、
 

す
な
わ
ち
こ
れ
を
名
づ
け
て
入
出
門
と
す
と
の
た
ま
え
り
。

と
示
さ
れ
る
。
五
念
門
の
行
が
法
蔵
菩
薩
の
修
行
に
よ
っ
て
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
『論
』
の
善
巧
摂
化
、
障
菩
提
門
、
順 

菩
提
門
、
名
義
摂
体
、
願
事
成
就
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

そ
の
五
念
門
、
五
功
徳
門
の
自
覚
内
容
を
私
た
ち
は
天
親
の
願
生
偈
の
信
仰
表
白
、

一
心
の
表
白
に
端
的
に
知
る
。

世
尊
我
一
心 

帰
命
尽
十
方

11



無
碍
光
如
来
願
生
安
楽
国

我
作
論
説
偈
願
見
弥
陀
仏

普
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国

「
世
尊
我
一
心
、
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
と
は
礼
拝
門
、
讃
嘆
門
で
あ
る
。
無
碍
光
如
来
の
名
号
、
念
仏
を
体
と
す
る
一
心
帰
命 

の
信
の
自
覚
、
自
証
の
こ
と
で
あ
る
。
「
願
生
安
楽
国
」
と
は
作
願
門
、
観
察
門
で
あ
る
。

一
心
帰
命
の
信
が
願
生
と
展
開
す
る
自
覚
内 

容
で
あ
る
。
無
碍
光
如
来
の
名
号
、
念
仏
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
如
実
修
行
の
奢
摩
他
、
毘
婆
舎
那
の
止
観
の
成
就
で
あ
る
。
凡
夫 

の
所
造
で
あ
る
三
界
を
超
え
た
浄
土
の
行
、
如
来
の
清
浄
願
心
が
、
穢
土
を
生
き
る
現
実
に
内
観
さ
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ 

し

て

「我
作
論
説
偈 

願
見
弥
陀
仏
普
共
諸
衆
生 

往
生
安
楽
国
」
の
回
向
門
は
、
真
実
の
作
願
、
観
察
が
普
く
諸
の
衆
生
に
回
施
さ 

れ
、
施
さ
れ
、
共
に
安
楽
国
に
往
生
す
る
道
が
成
就
す
る
こ
と
の
意
味
に
他
な
ら
な
い
。

三

曇
鸞
は
五
念
門
の
行
を
釈
義
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
、
如
実
修
行
、
不
如
実
修
行
の
問
題
を
通
し
て
、
作
願
に
三
義
、
観
察
に
二
義
、
そ 

し
て
回
向
に
二
相
を
尋
ね
て
い
る
。
曇
鸞
の
釈
義
を
通
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。
い
ま
、
『論
』
、
『論
註
』
の
文
を
引
用
す
る
。
 

作
願
門 

欲
如
実
修
行
奢
摩
他
故

観
察
門 

欲
如
実
修
行
毘
婆
舎
那
故

回
向
門 

回
向
為
首
得
成
就
大
悲
心
故

仏
道
の
作
願
、
観
察
、
そ
の
止
観
は
大
乗
、
小
乗
に
共
通
す
る
道
で
あ
る
。
「諸
悪
莫
作 

衆
善
奉
行 

自
浄
其
意 

是
諸
仏
教
」
と 

七
仏
通
誡
の
偈
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
悪
を
作
す
な
か
れ
、
も
ろ
も
ろ
の
善
を
せ
よ
」
、
そ
の
こ
と
が
仏
教
全
体
を
貫
い
て
い
る
思
想
で
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あ
る
。

そ
れ
故
、
作

願

の

「止
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

「奢
摩
他
」
を
訳
し
て
止
と
い
う
。
止
と
は
、
心
を
一
処
に
止
め
て
悪
を
な
さ
ざ
る
な
り
。(

中
略)

心
を
鼻
端
に
止
め
る
が
ご
と 

き
も
ま
た
名
づ
け
て
止
と
な
す
。
不
浄
観
の
貪
を
止
め
、
慈
悲
観
の
瞋
を
止
め
、
因
縁
観
の
癡
を
止
む
。
か
く
の
ご
と
き
ら
を
も
ま 

た
名
づ
け
て
止
と
な
す
。

ま
た
、
観

察
の
「
観
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
毘
婆
舎
那
」
を
訳
し
て
観
と
い
う
。
た
だ
汎
く
観
と
い
う
に
は
、
義
ま
た
い
ま
だ
満
た
ず
。
な
に
を
も
っ
て
こ
れ
を
い
う
と
な
ら 

ば
、
身
の
無
常
・
苦
・
空

・
無

我

・
九
想
等
を
観
ず
る
が
ご
と
き
を
も
み
な
名
づ
け
て
観
と
す
。

そ
の
よ
う
に
仏
道
に
共
通
す
る
止
悪
修
善
の
道
を
は
じ
め
に
説
き
、
作
願
、
観
察
、
そ
し
て
回
向
に
曇
鸞
の
独
自
の
釈
義
が
施
さ
れ
る
。
 

作
願
門

云
何
作
願
心
常
作
願
一
心
専
念
畢
竟
往
ー
ー
生
安
楽
国
土
一 

欲
ヨ
如
レ
実
修-
一
行
奢
摩
他-

故
。
 

曇
鸞
は
、
『論
』
の
文
を
釈
し
て
次
の
よ
う
に
示
す
。

ー
は
、

一
心
に
専
ら
阿
弥
陀
如
来
を
念
じ
て
、
彼
の
土
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
こ
の
如
来
の
名
号
お
よ
び
か
の
国
土
の
名
号
、
 

よ
く 

一
切
の
悪
を
止
む
。

ニ
は
、
か
の
安
楽
土
は
三
界
の
道
に
過
ぎ
た
り
。
も
し
人
ま
た
か
の
国
に
生
ま
れ
ば
、
自
然
に
身
口
意
の
悪
を
止
む
。
 

三
は
、
阿
弥
陀
如
来
正
覚
住
持
の
力
を
し
て
、
自
然
に
声
聞
，
辟
支
仏
を
求
む
る
心
を
止
む
。

こ
の
三
種
の
止
は
、
如
来
如
実
の
功
徳
よ
り
生
ず
、
こ
の
故
に
「欲
如
実
修
行
奢
摩
他
故
」
と
の
た
ま
え
り
。
 

第
一
は
荘
厳
功
徳
の
妙
声
功
徳
、
第
二
は
清
浄
功
徳
、
第
三
は
主
功
徳
が
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

観
察
門
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云
何
観
察 

智
慧
観
察 

正
念
観
一
一
彼
一
欲
ー
ー
ー
如"

実
修
一
一
行
毘
婆
舎
那-

故
。

そ
の
文
を
釈
し
て
次
の
よ
う
に
示
す
。

ー
は
此
に
あ
っ
て
想
を
作
し
て
彼
の
三
種
の
荘
厳
功
徳
を
観
ず
れ
ば
、
こ
の
功
徳
如
実
な
る
が
故
に
、
修
行
す
れ
ば
ま
た
如
実
の
功 

徳
を
得
。
如
実
の
功
徳
は
決
定
し
て
彼
の
土
に
生
を
得
る
な
り
。

ニ
は
、
ま
た
彼
の
浄
土
に
生
を
得
れ
ば
、
即
ち
阿
弥
陀
如
来
を
見
た
て
ま
つ
る
。
未
証
浄
心
の
菩
薩
、
畢
竟
じ
て
平
等
法
身
を
得
証 

す
。
浄
心
の
菩
薩
と
上
地
菩
薩
と
、
畢
竟
じ
て
同
じ
く
寂
滅
平
等
を
得
。
こ
の
故
に
「
欲
如
実
修
行
毘
婆
舎
那
故
」
と
の
た
ま
え
り
。
 

そ
こ
に
は
「
見
阿
弥
陀
仏
、
未
証
浄
心
菩
薩
、
畢
竟
得
証
平
等
法
身
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。

回
向
門

云
何
回
向 

不
レ
捨
ー
ー
ー
切
苦
悩
衆
生
一
心
常
作
願
回
向
為
レ
首
得
一-
一
成
一
一
就
大
悲
心-

故
。

そ
の
文
を
釈
し
て
次
の
よ
う
に
示
す
。

回
向
に
二
種
の
相
あ
り
。

一
は
往
相
、
二
は
還
相
な
り
。

往
相
は
、
己
が
功
徳
を
以
て
一
切
衆
生
に
回
施
し
て
作
願
し
て
共
に
彼
の
阿
弥
陀
如
来
の
安
楽
浄
土
に
往
生
せ
し
め
ん
と
な
り
。
 

還
相
は
、
彼
の
浄
土
に
生
じ
已
て
、
奢
摩
他
、
毘
婆
舎
那
方
便
力
成
就
す
る
こ
と
を
得
て
、
生
死
の
稠
林
に
回
入
し
て' 

一
切
衆
生 

を
教
化
し
て
、
共
に
仏
道
に
向
え
し
む
る
な
り
。
も
し
く
は
往
、
も
し
く
は
還
、
み
な
衆
生
を
抜
き
て
生
死
海
を
渡
ら
さ
ん
が
た
め 

な
り
。
こ
の
故
に
「
回
向
為
首
得
成
就
大
悲
心
故
」
と
の
た
ま
え
り
。

曇
鸞
が
、
回
向
を
往
相
、
還
相
の
二
種
相
と
し
て
了
解
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
よ
う
に
作
願
の
三
義
、
観
察
の
二
義
、
そ
し
て
回
向 

の
二
相
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
留
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
五
念
門
の
行
は
作
願' 

観
察
が
重
要
な
門
で
あ
る
。
仏
、
浄
土
に
作
願 

す

る

「観
彼
世
界
相
」
、
「観
仏
本
願
力
」
の
観
察
で
あ
る
。
そ
の
作
願
、
観
察
が
回
向
門
を
く
ぐ
る
と
、
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一
切
苦
悩
の
衆
生
を
捨
て
ず
し
て
心
に
常
に
作
願
す
。
回
向
を
首
と
し
て
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま
え
る
が
故
に
。
 

と
い
わ
れ
、
ま
た
五
功
徳
門
の
と
こ
ろ
で
は
、

大
慈
悲
を
以
て
、

一
切
苦
悩
の
衆
生
を
観
察
し
て
応
化
身
を
示
し
て
生
死
の
園
、
煩
悩
の
林
の
中
に
回
入
し
て
神
通
に
遊
戯
し
教
化 

地
に
至
る
。
本
願
力
の
回
向
を
以
て
の
故
に
。

こ
れ
を
「
出
第
五
門
」
と
名
づ
く
。

と
説
か
れ
る
。
五
念
門
の
入
門
に
も
作
願
、
観
察
が
あ
り
、
出
門
に
も
作
願
、
観
察
が
示
さ
れ
て
い
る
。
入

門(

自
利)

を
満
足
し
て
出 

門
(

利
他)

に
転
ず
る
と
こ
ろ
に
「
回
向
為
首
得
成
就
大
悲
心
故
」
と
い
う
、
回
向
の
二
相
の
仏
道
了
解
が
あ
る
と
考
え
る
。

四 

回
向
に
二
種
の
相
あ
り
。

一
は
往
相
、
二
は
還
相
な
り
。

往
相
は
、
己
が
功
徳
を
以
て
一
切
衆
生
に
回
施
し
て
作
願
し
て
共
に
彼
の
阿
弥
陀
如
来
の
安
楽
浄
土
に
往
生
せ
し
め
ん
と
な
り
。
 

こ
こ
で
の
〃
己
が
功
徳"

と
は
人
間
の
能
力
に
よ
る
衆
生
回
向
、
菩
提
回
向
、
実
際
回
向
と
い
う
三
種
の
回
向
、
仏
道
の
自
利
利
他
の 

道
で
は
な
い
。
人
間
の
能
力
に
よ
っ
て
仏
を
理
想
、
基
準
と
す
る
道
は
、
『論
註
』
に

「
十
地
の
階
次
と
い
う
は
、
こ
れ
釈
迦
如
来
、
閻 

浮
提
に
お
い
て
の
一
つ
の
応
化
道
な
ら
く
の
み
。
他
方
の
浄
土
は
か
く
の
ご
と
く
な
ら
ん
」
、
初
歓
喜
地
、
離
垢
地
等
の
十
地
の
階
次
と 

は
、
「釈
迦
如
来
が
こ
の
世
に
お
い
て
の
一
つ
の
応
化
道
を
示
し
て
く
だ
さ
れ
た
教
え
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
。
釈
迦
の
応
化
道
を
理
想
、
基 

準
と
し
た
修
道
の
歩
み
で
あ
っ
て
、
「他
方
の
浄
土
」
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
は
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
の
だ
と
一
地
よ
り
一
地
に
進 

級
し
て
い
く
菩
薩
の
歩
み
で
あ
る
と
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「超
越
の
理
」
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
の
〃
己 

が
功
徳
〃
と
は
、
「
見
阿
弥
陀
仏
」
、
「
阿
弥
陀
仏
を
増
上
縁
」
と
な
す
法
蔵
菩
薩
の
因
位
、
法
蔵
の
積
集
し
て
く
だ
さ
れ
た
己
が
善
本
、
 

徳
本
の
功
徳
で
あ
る
。
そ
れ
は
釈
迦
が
「
閻
浮
提
の
一
応
化
道
」
を
超
え
、
釈
迦
が
没
し
て
阿
弥
陀
仏
、
無
碍
光
仏
を
輝
か
す
機
、
す
べ
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て
の
衆
生
に
法
蔵
の
功
徳
宝
を
開
い
て
く
だ
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
「往
相
は
、
己
が
功
徳
を
以
て
一
切
衆
生
に
回
施
し
て
作 

願
し
て
共
に
彼
の
阿
弥
陀
如
来
の
安
楽
浄
土
に
往
生
せ
し
め
ん
と
な
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
と
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

ま
た
善
巧
摂
化
の
と
こ
ろ
の
『論
』
の
文
に
は
、

何
者
菩
薩
巧
方
便
回
向
。
菩
薩
巧
方
便
回
向
者
、
謂
説
礼
拝
五
種
修
行
、
所
レ
集
一
切
功
徳
善
根
、
不"

求
ー
ー
自
身
住
持
之
楽-

、
欲
レ 

抜
ー
ー
一
切
衆
生
苦-

故
、
作
ヤ
願
摂
ー
ー
取
一
切
衆
生-

共
同
生
・
彼
安
楽
仏
国
上
。
是
名
一-
菩
薩
巧
方
便
回
向
成
就
ー
。
 

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
を
釈
し
て
、
曇

鸞
は

「
安
楽
浄
土
は
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
の
為
に
住
持
せ
ら
れ
る
」
と
こ
ろ
と
し
て
、
次 

の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

お
よ
そ
回
向
の
名
義
を
釈
せ
ば
、
い
わ
く
己
が
所
集
の
一
切
の
功
徳
を
も
っ
て
、

一
切
衆
生
に
施
与
し
て
共
に
仏
道
に
向
わ
し
む
る 

な
り
。
「
巧
方
便
」
は
、
い
わ
く
菩
薩
願
ず
ら
く
己
が
智
慧
の
火
を
も
っ
て
一
切
衆
生
の
煩
悩
の
草
木
を
焼
か
ん
。
も
し
ー
衆
生
と 

し
て
仏
に
な
ら
ざ
る
こ
と
あ
ら
ば
、
我
仏
に
な
ら
ず
。

そ
こ
で
の
「
己
が
所
集
の
一
切
の
功
徳
を
も
っ
て
、

一
切
衆
生
に
施
与
し
て
共
に
仏
道
に
向
は
し
む
な
り
」
と
い
う
、
回
向
を
行
ず
る 

主
体
の
菩
薩
は
、
「
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
の
為
に
住
持
」
さ
れ
る
法
蔵
菩
薩
の
功
用
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
火
擴
の
た
と
え
が
だ
さ 

れ
て
い
る
。
火
の
箸
で
火
を
つ
け
て
草
木
を
焼
き
尽
く
そ
う
と
す
る
と
き
、
 

草
木
が
焼
き
尽
く
さ
れ
な
い
う
ち
に
木
の
箸
の
方
が
さ
き
に 

焼
き
尽
き
て
し
ま
う
と
。
衆
生
の
流
転
に
終
り
が
な
い
が
故
に
菩
提
心
に
も
終
り
が
な
い
、
衆
生
が
無
辺
で
あ
る
が
故
に
菩
提
心
も
亦
無 

辺
で
あ
る
と
い
う
願
い
は
人
間
の
作
願
で
は
な
く
、
仏
が
衆
生
を
荷
負
し
た
と
こ
ろ
の
作
願
で
あ
る
。
「
己
が
功
徳
を
も
っ
て
一
切
衆
生 

に
回
施
し
て
、
作
願
し
て
共
に
彼
の
阿
弥
陀
如
来
の
安
楽
浄
土
に
往
生
せ
し
め
ん
と
な
り
」
と
、
仏
の
作
願
が
衆
生
を
包
ん
で
す
べ
て
の 

衆
生
を
仏
の
国
に
生
ま
れ
さ
せ
た
い
と
い
う
願
心
の
目
覚
め
、
法
蔵
菩
薩
の
功
徳
の
回
施
こ
そ
、
穢
土
の
中
に
あ
っ
て
穢
土
を
超
え
浄
土 

へ
歩
む
往
相
回
向
の
功
徳
、
目
覚
め
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
故
に
、
先
の
作
願
の
三
義
に
は
仏
道
の
実
践
で
あ
る
止
悪
修
善
の
道
を
く
ぐ
る
中
に
、
妙
声
功
徳
、
清
浄
功
徳
、
主
功
徳
の
内
容
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を
も
っ
て
無
碍
光
如
来
の
名
号
に
よ
び
覚
ま
さ
れ
て
い
く
道
が
示
さ
れ
て
い
る
。
妙
声
功
徳
と
は 

梵
声
の
悟
深
遠
に
し
て
、
微
妙
な
り
、
十
方
に
聞
こ
ゆ
。

と
い
わ
れ
る
。
仏
の
名
声
に
よ
び
覚
ま
さ
れ
て
い
く
道
で
あ
る
。
『重
誓
偈
』
に
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。
 

我
、
仏
道
を
成
る
に
至
り
て
、
名
士
尸
十
方
に
超
え
ん
。
究
竟
し
て
聞
ゆ
る
と
こ
ろ
な
く
は
、
誓
う
、
正
覚
を
成
ら
じ
。
 

仏
の
名
声
は
、
「為
衆
開
法
蔵 

広
施
功
徳
宝 

常
於
大
衆
中 

説
法
獅
子
吼
」
と
、
私
た
ち
の
宿
業
の
大
地
の
と
こ
ろ
に
説
法
獅
子 

吼
し
て
い
る
。
「
衆
の
た
め
に
法
蔵
を
開
き
て
、
広
く
功
徳
の
宝
を
施
せ
ん
」
と
い
わ
れ
る
。
い
の
ち
の
根
源
で
あ
る
法
蔵
を
覆
い
貪
欲
、
 

瞋
恚
、
愚
痴
に
よ
っ
て
暗
い
蔵
を
生
き
る
心
貧
し
い
生
活
者
に
法
蔵
、
本
来
の
自
己
を
開
い
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
る
。
清
浄
功
徳
、
「彼 

の
世
界
の
相
を
観
ず
る
に
、
三
界
の
道
を
勝
過
せ
り
」
と
い
う
浄
土
の
功
徳
は
、
三
界
の
迷
い
を
生
き
る
私
た
ち
に
「煩
悩
を
断
ぜ
ず
し 

て
涅
槃
分
」
を
得
る
と
い
う
力
強
い
正
定
聚
の
身
の
位
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。

主
功
徳
と
は
「
阿
弥
陀
法
王
、
善
く
住
持
し
た
ま
う
」
と
い
わ
れ
る
。
安
楽
浄
土
の
正
覚
阿
弥
陀
善
力
に
住
持
さ
れ
、
「
三
界
雑
生
の 

火
の
中
に
生
ま
る
と
い
え
ど
も
、
無
上
菩
提
の
種
子
畢
竟
じ
て
朽
ち
ず
」
と
菩
提
心
、
願
生
心
に
生
き
る
道
が
成
就
す
る
こ
と
を
い
う
。

五

宗
祖
の
了
解
に
よ
れ
ば
、
往
相
回
向
の
行
信
の
自
覚
は
、
 

世
尊
我
一
心 

帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
、
願
生
安
楽
国
、
 

と
い
う
天
親
の
表
白
に
あ
る
。
諸
仏
称
名
の
願' 

至
心
信
楽
の
願
の
自
証
の
こ
と
で
あ
る
。
無
碍
光
如
来
の
名
号
に
帰
し
、

一
心
帰
命
の 

信
に
生
き
る
願
生
浄
土
の
道
で
あ
る
。

無
碍
光
如
来
の
名
号
の
信
知
は
、
讃
嘆
門
の
阿
弥
陀
仏
の
名
義
釈
に
示
さ
れ
る
。
曇
鸞
は
詳
し
く
そ
の
点
を
釈
義
し
て
い
る
。
 

何
を
以
て
か
尽
十
方
無
碍
光
如
来
こ
れ
讃
嘆
門
と
知
る
と
な
ら
ば
、
下
の
長
行
の
中
に
言
く
。
「
云
何
讃
嘆
門
、
謂
称-

彼
如
来
名-
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如
一
一
彼
如
来
光
明
智
相
一
、
如
一
一
彼
名
義
一
欲-
一
如
レ
実
修
行
相
応
一
故
。

と
い
わ
れ
て
い
る
。

彼
の
如
来
の
名
、
阿
弥
陀
仏
の
名
を
称
え
る
の
が
讃
嘆
で
あ
る
。
そ
の
仏
名
を
讃
嘆
す
る
こ
と
は
「
彼
の
光
明
智
相
の
如
く
」
と
い
わ 

れ
る
。
光
明
智
相
の
仏
力
に
相
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
実
の
如
く
修
行
し
相
応
せ
ん
と
欲
す
」
と
い
う
、
如
実
修
行
と
は
仏
の
因
力' 

願
力
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
蔵
菩
薩
が
永
劫
に
讃
嘆
の
行
を
修
行
し
給
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
名
義
に
相
応
す
る
こ
と
が
称
名
念 

仏
の
讃
嘆
門
で
あ
る
。
そ
し
て
、
無
碍
光
如
来
の
名
号
に
相
応
す
る
一
心
の
自
証
は
、

「如
彼
名
義
欲
如
実
修
行
相
応
」
は
、
彼
の
無
碍
光
如
来
の
名
号
は
、
能
く
衆
生
の
一
切
の
無
明
を
破
し
、
能
く
衆
生
の
一
切
の
志 

願
を
満
て
た
も
う
。

と
い
わ
れ
る
。

無
碍
光
如
来
の
名
号
、
本
願
の
名
号
の
よ
び
か
け
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
容
易
に
現
実
に
一
心
の
自
証
が
開
か
れ
な
い
。
曇
鸞
は
、
そ 

の
自
力
執
心
の
深
さ
を
凝
視
し
、
自
力
心
に
さ
迷
う
人
間
の
問
題
を
み
つ
め
て
い
る
。

し
か
る
に
名
を
称
し
憶
念
す
る
こ
と
あ
れ
ど
も
、
無
明
な
お
存
し
て
所
願
を
満
ざ
る
は
い
か
ん
と
な
れ
ば
、
如
実
修
行
せ
ざ
る
と
名 

義
と
相
応
せ
ざ
る
に
由
る
が
ゆ
え
な
り
。

称
名
憶
念
、
信
仰
の
道
に
歩
む
者
の
問
い
で
あ
る
。
「
た
だ
念
仏
し
て
、
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
い
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と
の
お
お 

せ
を
……

信
ず
る
ほ
か
に
別
の
子
細
な
き
な
り
」
と
、
よ
き
人
の
教
え
に
遇
い
な
が
ら
、
念
仏
の
一
行
が
受
け
と
め
れ
な
い
人
間
の
問
題
、
 

私
た
ち
衆
生
の
深
い
自
力
執
心
の
疑
情
、
仏
智
疑
惑
の
心
の
問
題
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
が
名
義
不
相
応
と
い
わ
れ
て
い
る
。
名
と
は
名 

号
、
第
十
七
の
諸
仏
称
名
の
願
、
無
碍
光
如
来
の
名
号
で
あ
り
、
義
と
は
仏
力
が
信
知
さ
れ
る
信
心
、
第
十
八
の
至
心
信
楽
の
願
の
自
証 

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
が
次
の
よ
う
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。

如
来
は
是
れ
実
相
の
身
な
り
、
是
れ
物
の
為
の
身
な
り
と
知
ら
ざ
る
な
り
。
ま
た
三
種
の
不
相
応
あ
り
。

一
に
は
信
心
淳
か
ら
ず
、
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存
せ
る
か
ご
と
し
亡
せ
る
が
ご
と
き
の
故
に
。
二
に
は
信
心-

な
ら
ず
決
定
な
き
が
故
に
、
三
に
は
信
心
相
続
せ
ず
余
念
間
だ
っ
が 

故
な
り
。
こ
の
三
句
展
転
し
て
相
い
成
ず
、
信
心
淳
か
ざ
る
を
以
て
の
故
に
決
定
な
し
、
決
定
な
き
が
故
に
念
相
続
せ
ず
、
ま
た
念 

相
続
せ
ざ
る
が
故
に
決
定
の
信
を
得
ず
、
決
定
の
信
を
得
ざ
る
が
故
に
心
淳
ら
ざ
る
べ
し
。
此
れ
と
相
違
せ
る
を
如
実
修
行
相
応
と 

名
く
。
是
の
故
に
論
主
建
に
「
我
一
心
」
と
言
え
り
。

そ
の
よ
う
に
「
不
知
如
来
実
相
身
、
是
為
物
身
」
と
い
う
、
如
来
の
問
題
と
三
種
の
不
相
応
、
信
心
の
確
か
め
を
と
お
し
て
、
「
こ
の 

故
に
論
主
建
に
我
一
心
と
言
え
り
」
と
、
行
信
の
問
題
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。

”往
相
回
向
の
行
信
〃
に
つ
い
て
は
、
『
教
行
信
証
』
の
行
巻
、
信
巻
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
今

回

は

『論
』
、
『
論
註
』
の
五
念
門
行 

の
往
相
回
向
の
課
題
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
で
結
び
と
し
、
い
ず
れ
か
の
機
会
を
ま
っ
て
尋
ね
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

注

①

拙

文

「親
鸞
の
仏
陀
観
—
法
蔵
菩
薩
」(

日
本
仏
教
学
会
年
報
第
五
十
三
号)
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